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要 約

近年 , 胎児期か らの ミ ュ ー ジ ッ クセ ラ ピ ー が出生後の児の鎮静効果や情緒安定, ひ い ては情操

教育に効果があるとの ことか ら, 我 々 は児の情緒を安定させると云われる 『私のマ
ー メイ ド』 の

メ ロ ディを胎児期か ら聴か せ
,
出生後もその メ ロ ディが記憶にあれば

,
この メ ロ ディに児は安心

し
,
鎮静の反応を示すであろうと考え

,
新生児の音楽聴取前後の心拍数

,
表情,
身体運動 (S t a t e

分頬) の変化 につ いて本研究を行 っ た . その結果, 胎児期か らメ ロ ディを聴いていた児と出生後

初めて聴い た児の間 には
,
それ らの変化に有意差はない もの の

,
胎児期か らメ ロ ディを聴いて い

た児の方が ,
音楽聴取後 に鎮静の反応を示 しており, 胎児期に繰り返し聴いた音楽がなじみの音

となり得る可能性が示唆された . また, 妊娠期間中にミ ュ - ジ ッ ク セ ラ ピ
ー を受けるこ とは, 妊

婦に心身のリラ ッ クス をもたらすこ とが確認できた. 以上の ことより, 妊娠期間中の ミ ュ ー ジ ッ

クセ ラ ピ
- は母児の双方に 良い影響をもたらすことが明らかとな っ た.

キ ー ワ ー ド

胎児
,
新生児

,
妊婦

,
ミ ュ

ー ジ ッ クセ ラ ピ
ー

, リラ ッ クス

はじめに

近年, 音楽 の もた らす効果 に つ い て は, 様 々 な

分野から多数の研究報告がなされている. 森
1 )
は,

音楽は視床下部 に作用して副交感神経系の活動を

活発に し
,
自律神経系の活動の調和 を促 し,

生体

をより生理的なホメ オ ス タ ー

ン ス に向かわせる作

用 をもつ と述 べ ており, それに加えて, 植村
2 )
は,

音楽は情動や記憶と関係 の深 い 辺縁系にも強い

作用を及ぼすと言 っ てい る.

母性看護の分野でも妊娠期における母子相互作

用の重要性が認識され, 胎教と称 して胎児期か ら

の保育環境に つ いて関心がもたれはじめ, 胎教 コ

ン サ ー トや胎教用C D など, 胎児期か ら音楽を聴

かせ ることが導入されてい る. 三宅
3) は

, 胎児の
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聴覚系の発達は妊娠 6 週頃より三半規管 ,
外耳,

中耳ができ始め
,
妊娠 4 カ月で脳の音を聴く部分

がで き, 音を感 じ取れる ようになると言 っ ている.

妊娠 5 カ月で 内耳蛸牛殻という音 を伝える部分が

完成され , 大人と変わ らない構造 になり, 妊娠 8

カ月に なると音の強弱を区別できる程に成熟 して

いると言う. また , 妊娠 4 カ月以降で は胎児の脳

内に音を記憶する ｢海馬｣ が形成され, 音の種類

を覚え, 母親の声を記憶できると述べ ている.

さ らに , 巷野
4 )
は , 胎児は母親の下大動脈 の血

流音や母親の声になじんで
, 出生後もそれらの音

に反応すると言 っ て いる. また
,
児の鎮静や安心

感は
,
児の情緒を安定させ, 音楽 などの感覚刺激

は右脳の発達を促し, 情操教育に役立つ と言われ

る.
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この ようなことか ら我々 は, 胎児期か ら聴い た

音楽が記憶 にあれば
,
出生後その音楽を聴くと児

は安心し, 鎮静の反応を示すで あろうとの仮説の

もとに , 胎児期及び出生後, 同 一

の メ ロ ディ 『私

の マ
ー メイ ド』 を聴か せ , 心 拍数や表情

,
身体運

動の反応か ら確認した い と考え, 本調査研究を行 っ

た.

研究方法

1
. 対象

富山市0 産科婦人科病院に通院中の妊娠 8 カ月

以降の妊婦30 名とそ の新生児30 名 ( 実験群) 及び

比較に用 い るため ,
セ ラ ピ

ー

を受けてい な い 新生

児19 名( 対照群) .

2
. 期間

1997 年 7 月 - 9 月

3 . 方法

1 ) ミ ュ ー ジ ッ クセ ラ ピ -

の希望妊婦を募り,

予め日と時刻を約束 し予約制とした . 母親には隔

週に 1 回同院に設置されている音楽療法室 におい

て
,
ボディ ソ ニ ッ ク ･ シ ス テ ム チ ェ ア に休ませ,

胎児との 一 体感を意識化させるためN S T を装着

し
,
同時に セ バ レ - トの ヘ ッ ドホ ンを下腹部 に当

て
, 好みの 曲 ( L D 版) を選んでも らい60 - 70 d B

( 胎児には50 - 60 d B ) にて聴取させ, 2 0 分間 , 母

と胎児だけの音と映像の世界を共有する場を設定

した . ミ ュ ー ジ ッ クセ ラ ピ ー 終了後 は, 毎 回, 普

楽を聴いた後の母の感想を質問紙に記入して貰 っ

た .

また, ミ ュ
ー ジ ッ ク セ ラ ピ ー を行 っ た妊婦に胎

9 : 30 1 0 : 0 0 1 0 : 30 ll : 3 0 12 : 0 0

教用 C D 『私の マ ー メ イ ド』 とセ パ レ ー トの ヘ ッ

ドホ ンを貸し出 し, 自宅で 1 日 3 - 4 回 ( 1 回15

分間) それを聴くように指示した . さらに,｢ ミ ュ ー

ジ ッ ク メモ リ ー ｣ の用紙に日と時刻 を記入しても

らい
,
次回に持参する よう依頼した .

㈱ 音楽療法室で聴く曲目を自由選定とした

のは, 日常とは
一

味違う雰囲気に 浸り
,
わ

が子との連帯感を持たせ, 積極的 に音楽療

法を自分は取り込んで いるんだと言う意識

づ けと, 母親に心地よい状態を味わ っ ても

らい
,
定期的にセ ラ ピ ー を受けることによ っ

て赤 ちゃ んのために継続しようとい う意欲

を喚起する手段と した .

2 ) (1) 出生後, 新生児室 に収容中の間に図 1

の ような時刻に 『私の マ ー メ イ ド』 の メ ロ ディを

約60 d B で流 し, 実験群, 対照群とも心拍数おネび

表情 ･ 身体運動の変化状況をス コ ア( St a t e の分類)

票に記載し, 音楽を流す前, 音楽を流 して5 分後,

2 0 分後で比較 した.

(2) 聴取する前のSt a t e 状 態毎 に
,
それぞ

れの心拍数
,
表情 ･ 身体運動 の変化状況を比較 し

た.

㈱ St a t e の分類 は, P r e c ht l及 び水上
5)
に

よる新生児のb e h a vi o r al st a t e の分類を使

用した . が
,
こ の分頬 で はSt a t e の順位が

睡眠か ら覚醒
,
覚醒か ら噂泣 へ と移 行して

おらず, 分析に不都合で あ っ た た め, 表 1

の よう にス コ ア化 し, 配点 を睡眠
,
覚醒,

噂泣の順に高く した .

3 ) 退院後は再び 『私の マ ー メ イ ド』 の メ ロ デ

12 : 3 0 1 : 00 1 4: 3 0 15 : 0 0

-
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前

図1 心拍数 ･ S t a t e の 調査 ･ 測定時間
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表 1 S t a t e の ス コ ア 化表

S t a t e の 分筆頁 S t 8 t e 得点

S t 8 t e Ⅰ ( 深 い眠り) 1

S t a t e Ⅱ ( 浅 い眠 り) 2

S t a t e Ⅲ ( ぐず つ て い る) 3

S t 8 t e Ⅳ ( 覚醒
.
体動無) 4

S t a t e V ( 覚醒 . 体動有) 5

S t 8 t e Ⅵ ( 晴泣) 6

( 分類はP r e ch tl ･ 水上に よる)

イを聞かせ る ことを母親に指示 し
,
児の状況をア

ンケ ー トで回答して葺い ,
経過も含めて検討した.

検定には分散分析を用いた .

結 果

1
.
ミ ュ ー ジ ッ クセ ラ ピ

- を受けた後の妊婦の感

想と しては
,
図2 の通りで

,
(む ｢ 音楽を聴く前後

の気持ちの変化｣ で は, 音楽を聴い て気持ちが落

ち着いた人が96 .7 %
, ② ｢ 聴いた後の胎児との

一

体感｣ が強ま っ た人が9 1 .7 % , ③ ｢ 出産に対する

(か音楽を聴く前後の気持ち の変化

3 .3 %

■1 たい へ ん落ち着 いた

田2 かなり落 ちつ い た

El 3 少し落ち着い た

EZl 4 変 わらない

5 落 ち着かなくな っ た

6 イ ライラが増 した

(参 聴 い た後 の胎児と の 一 体 感 の 程度

t l よ り 浅く 美恵で きた

BZI 2 か な り 実憩が増し た

国3 少 し実感が増した

田4
変わ らない

5 悪くな っ た

(参 聴 い た後の 出産 の不安の 程度

■ 1 自信が わい て きた

田 2 1 寸だけ自信が出て きた

団 3 不安が 少し和 らいだ

EZ] 4 変わ らない

5 一寸不 安が増した

④ 聴 い た後の リラ ッ ク ス の 程度

■1 たい へ ん菓 にな っ た よう に整 じた

田2 かな り薫に な っ た ように 感 じた

国3 少し 禁に な っ たよ うに 整 じた

田4 変わら ない

5 苦痛 に感 じた

⑤ 赤 ち ゃ ん誕生 へ の 期待度
1

. 6 %

I 1 た い へ ん増 した

田
2 か Tj: り 増 した

国
3 少 し増 した

田
4 変 わ らない

5 禁 し い とは思わ な い

⑥ ミ ュ ー ジ ッ クセ ラピ ー

に 対 する関心 の 程度

I 1 毎 日 掛ナて 聴きたい と思っ た

Ba 2 時々 捷 きたい と監 っ た

団 3 捷会が あれば乾し､ て も良い と思 っ た

田 4 どちらでt, 良い と思 っ た

5 聴かな< て も良い と思っ た

図 2 ミ ュ
- ジ ッ ク セラ ピ ー 後 の妊婦 ( 母親) の感想

-

89
-
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表2 音楽聴取前後の平均心拍数の変化

音楽聴取前 5 分後 2 0 分後

実 験 群 1 2 5 . 3 1 21 .5 1 2 2 . 4

対 照 群 1 2 7 . 8 1 26 .0 1 2 6 ,1

( 回/ 分)

表3 音楽聴取前後の平均S t a t e得点の変化

音楽聴取前 5 分後 2 0 分後

実 験 群 1 . 8 1 .7 1 . 8

対 照 群 1 . 9 1 .9 1 . 9

表 4 音楽聴取前のS t a t e 状態別平均心拍数の変化

聴耳空前 の

S t a t e # #

l ( 深 い 限 L) )

Il ( 浅 い 眠 L) )

IY ( 覚 産
･

動 無)

∨( 覚蕉 ･ 動右)

‖( ぐ す っ て る

V] ( 噂 )立 )

fe 取 前 5 分 後 20 分 後

12 0 _ 6 1 1 9 . 0 1 2 0 . 6

1 3 0 . 1 1 2 4 . 0 1 2 4 . 1

1 2 9 . 2 1 2 5 . 9 1 2 6 . 4

1 4 2 . 0 1 2 6 . 0 1 2 4 _ 0

1 3 9 . 5 1 2 9 . 5 1 2 6 . 4

1 5 l . 8 1 3 3 . 6 1 3 l . 8

対 照 群

聴 取 前 5 分後

12 2 . 5 1 2 2 _ 3 1 2 2 _ 4

1 3 2 . 8 1 2 8 . 9 1 2 8 ー 3

1 3 2 . 3 1 3了. 0 1 3 9 . 0

1 3丁. 3 1 3 4_ 0 1 3 4 . 2

1 5 5 . 0 13 7 . 2 1 3 5 _ 5

( 回 / 分)

表5 音楽聴取前のS t a t e 状態別平均S t a t e 得点の変化

聴取 前Q ) 実魚 群 対 照群

S t a t e 状 態 聴 取前 5 分後 20分 後 鳶 取前 5 分後 20 分後

I ( 深 い艦 L) ) ー. 0 ー_ 3 ー_ 5 1 _ 0 1
_
3 1 . 4

L1 ( 浅 い 眠 リ) 2 _ 0 1 . 9 2 _ 0 2 _ 0 2 _ 3 2 . 2

ーy ( 覚濃 .

動 無) 3 . 0 2 ー 8 2 ー ヰ 3 _ 0 3 ー ー 3 ー 4

∨( 覚醒 .

動有) 4 _ 0 ー_ 0 ーー 0

m ( ぐ ず つ て る 5 _ 0 3 . ー 2 . 9 5 . 0 3 _ 4 3 . I

Vl( 噂 泣 ) 6 . 0 3 ー 5 3 . 2 6 ー 0 4 _ 0 3 ー 8

表 6 音楽聴取前後の児の状態変化

( 聴取前泣い て い た児)

泣き止んだ
一

時的に泣き止んだ 泣き止富なか つた

実験群 ｡
●

. ;
●

. ; ｡
●

.

対照帯 51 .8 % 1 4 . 3 % 3 3 .9 %
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不安感｣ が和 らい だ. 自信が湧 いてきた など肯定

的に答えた人が83 .3 %
, ④ ｢ 聴 い た後 のリ ラ ッ ク

ス感｣ は
,
100 % の人がリラ ッ クス できた と答え

ていた. ⑤ ｢ 赤ちゃ ん誕生に期待する気持 ち｣ で

は, 増 したと答えた人が98 .3 %
, ㊨ ｢ ミ ュ

ー

ジ ッ

クセ ラ ピ
ー

へ の関心｣ で は, 1 00 % で あ っ た .

また
,
『私の マ ー メイ ド』 を聴い た平均 日数は ,

13 .9 ±10 .8 日で あ っ た.

2
. 新生児の心拍数及びSt a t e の変化

実験群と対照群 に分けて
,
心拍数, St a t e 得点

の変化を音楽聴取前, 聴取5 分後,
20 分後毎に見

てみると表2 , 表 3 のようにな っ た .

心拍数におい ては, 実験群が 聴取前と後の比較

でやや減少したが , 有意差 は認 め られ なか っ た .

また
,
St a t e 得点は, 両群とも に殆 ど変化 はな

か っ た .

次い で 音楽聴取前の状態別(S t a t e 分類) グル ー

プ毎に, 心拍数及びSt a t e 得点が どの ように変化

するか を調べ た( 表4 )
,
( 表5 ) .

①St a t e I ( 深い眠り) グル ー プで は
, 表 4 ,

表 5 の通りで聴取5 分後
,
心才自数は両群ともに下

降していたが, S t a t e 得点で は両群 とも殆 ど変化

は見られなか っ た .

②St a t e Ⅱ ( 浅い 眠り) グル - プで は , 表 4 の

通りで , 聴取 5 分後 , 心拍数は両群ともに下降が

見られた. St a t e 得点で は表 5 のとおり , 両群と

も殆 ど変化はなか っ た .

③St a t e Ⅲ ( 覚醒 ･ 身体運動なし) グル ー プでは,

図3 , 図 4 のように時間の経過とともに実験群は

心拍数
,
St a t e 得点ともに下降が見 られた が, 対

照群 におい ては, 心拍数, St a t e 得点とも上昇し

ており, 対照的な変化が認められ た . しか し, 有意

差はなか っ た .

④S t a t e Ⅳ ( 覚醒 ･ 身体運動 あり) グル ー プは,

心拍数,
St a t e 得点とも聴取後 に下降してい た .

⑤S t a t e V ( ぐず っ てい る) グル ー プでは表 4
,

表 5 の通り, 聴取 5 分後 に心拍数
,
S t a t e 得点と

もに大きく下降し
,
特に実験群の下降が顕著であ っ

た . しか し
,
両群間に有意差は認められなか っ た.

⑥S t a t e Ⅵ ( 噂泣) グル ー プで は
,
図 5

,
図6

の通り両群とも時間の経過とともに心拍数
,
St a t e

得点に大きな下降が 認められた .
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心 拍 政 ( 固 / 分)

音楽 前 5 分後 Z O 分
'

th

図 3 S t a t e Ⅳ状態群の平均心拍数の変化

心 拍政 ( 回/ 分)

音楽 嗣 5 分 後 Z O 分後

図 5 S t a t e Ⅶ 状態群の平均心拍数の変化

S しa しe 得 点

p

亡ト- 実 魚 群 ( n
- 2 0)

- ● 一 対見弓8t ( n
- 2 1 )

⇒=]
音楽前 5 分綾 Z O 分後

図 4 S t a t e Ⅳ 状態群の平均S t a t e得点の変化

S 【a t e 得 点

音楽嗣 5 分 譲 Z O 分綾

図6 S t a t e Ⅶ 状態群の平均S t a t e 得点の変化

( S t a t e レベ ル は音楽聴取前の状態を基準にす)

さ らに, こ の⑥の状態グル ー プを聴取後に泣き

止んだ児,
一 時的に泣き止んだ児

,
全く止まなか っ

た児に分けて見てみると, 表6 のようになり, 対

照群の方に泣き止んだ児が,
やや多か っ た.

また
, 新生児の心拍数とSt a t e の相関関係 を見

るた めに各St a t e 毎 に音楽聴取前 におけ る平均心

拍数を出 し
,
S t a t e 得点 と の関連 をみ た . その結

果,
正の相関関係が認め られた( 相関係数:0 .5 65 ) .

一

方 , 退院後自宅で 『私 の マ ー メイ ド』 を聴か

せた 時の 児の反応 ( 母の回答 に よる) と して は,

｢ St a t e Ⅲ のぐず っ て い るときに聴 か せ ると, おと

なしく なるときがある(22 .7 % ) ｣ ｢ 音楽に よるの

か どうか よく分か らないが落 ち着きがあり,扱 い
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やすい(13 .6 % )｣ ｢ 落 ち着い て耳 を済ませ て 聞い

ているような気がする(4 .6 % )｣ ｢ あまり反応がな

い(9 .1 % )｣ ｢ 強く泣いているときは殆 ど効果がな

い(9 .1 % )｣ などが聞かれた ( 回収率 : 73 .3 % ) .

考 察

1 ) 胎児に 『私の マ ー メ イ ド』 の メ ロ ディに馴染

ませるため, 妊娠中の母親の意識づ けにと行 っ た

ミ ュ ー ジ ッ クセ ラ ピ
ー ( 快適な環境で好みの音楽

を聴く こと) は, 全員がリラ ッ ク ス できた ことを

認めており, また, 児との 一 体感 にお い ても9 1 .7

% が増したと回答していることか ら
, 当ミ ュ - ジッ

クセ ラ ピ ー の プ ロ グラム は, 導入方法としては効



胎児期か らのミ ュ ー ジ ッ ク セ ラ ピ ー に関する研究

果的であると考える.

2 ) 新生児の心拍数 とSt a t e との関係に つ い て は,

St a t e 得点の上昇に伴 っ て心拍数も上昇して おり,

両者の間には ｢ 正｣ の相関がみ られた( 相関係数:

0 .565) . これは, 睡眠状態か ら覚醒 , 噂泣状態へ

とSt a t e が移行 して いく に つ れ て交感神経系の活

動が活発 になり ,
心拍数 の上昇がもた らされたた

めと考え られる .

3 ) 音楽聴取前後の実験群と対照群における心拍

数及びS t a t e 得点に は, 両群とも殆 ど変化が見 ら

れなか っ た
, もちろん有意差も認めなか っ た.

しか し
,
音楽聴取前の St a t e 状態 ( レベ ル) 毎 に

見ると
,
S t a t e Ⅳ ( 覚醒 ･ 身体運動な し) レベ ル

にあるグル ー プにおい ては実験群で, 心拍 数お よ

び St a t e 得点が , 時間経過とともに下降す るのに

対し 対照群で は上昇し
,
対照的な様相を見せた .

これは, St a t e Ⅳ レ ベ ル は ｢ 環境 内の 刺激 に最も

注意が 向け られ る状態で , 物や音 に注意 力を集

中｣
6 )
した結果と考えられ

,
胎児期か ら 『私のマ ー

メイ ド』 のメ ロ ディを聴き慣れてい た実験群には
,

安心感が形成されていて鎮静がもた らされたもの

と考えられ
, 対照軸ま, 同メ ロ ディに馴染んで い

ないため, その メ ロ ディ に関心を示し
,
注意力を

集中したためで はないかと推測される.

4 ) St a t e Ⅵ ( 噂泣) レ ベ ル で は, 実験群
,
対照

群とも聴取後, 時間経過に伴 い心拍数及 びSt a t e

得点が ,大きく下降 し, 泣き止んだ児が対照群 に

比 し
,
実験群に多か っ た .

S t a t e Ⅶ レ ベ ル は｢ 不 快 な刺激 に鋭敏 な状態｣
6 )

というが, その よう な状態で あ っ ても浅 田 ら
7 ) は

子守歌 は快 い音楽刺激と して , 鎮静効果を示すと

言 っ ており, これはこの結果 を裏付けて い るとも

考えられる.

5 ) S t a t e Ⅲ ( ぐず っ ている) レ ベ ル は｢ 刺激( 空

腹 ･ 疲労 ･

不快) に鋭敏な状態｣
6 ) だが

,
S t a t e Ⅵ

の場合 と同様 に音楽刺激が快い 刺激と な っ て鎮静

効果をもた ら し
,
両群ともに心 拍数, S t a t e 得点

が下降したと考え られる.

6 ) St a t e I ( 深 い眠り) レ ベ ルで は
, 実験群 ,

対照群とも音楽 聴取 に関係 なく
,
心拍数, St a t e

得点に殆 ど変化は見 られなか っ た.

L i n d sl e y
8 )
はS t a t e I に当た る意識 が消失 した
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深い睡眠状態にあるときには, 刺激に対する記憶

は無く, 強い刺激にのみ反応 すると言 っ てい る.

そのた め,
こ のSt a t e I ( 深 い 眠り) レ ベ ル で は

6 0 d B の音楽刺激 ( 子守歌 『私の マ ー メ イ ド』) に

は反応を示さず
,
心拍数及びS t a t e に殆 ど変化が

見られなか っ た もの と考え られ る . 浅 田 ら
7 )
は

一

度深 い睡眠状態になると, 殆どの場合ジャ ズも ロ ッ

クも新生児には影響を及ぼさず, 睡眠障害と はな

らなか っ たと報告しており, 今回の結果 は それ に

準 じて いるものと思われる.

S alk
9 )
は新生児に心臓の拍動音 を聞か せると

静か に なるのは, 胎児期に子宮内で母親 の心音に

対す る聴覚的刻印づ けが 行われた結果であると報

告 してい る . 今回の実験では , 平均 して約 2 週 間

( 1 日 3 - 4 回
,
1 回に15 分間程度) 『私の マ -

メイ ド』 を聴か せたが, 実験群
,
対照群の間に有

意差は認めず, 聴覚的刻印づ けされ るまで には至

らなか っ た . しか し
, 殆どの場合におい て , 対照

群 より実験群の方に心拍数及びS t a t e 得点とも下

降現象が 見られ, 音楽 ( 子守歌 『私の マ - メ イ

ド』) にやや強 い 反応 を示 して はい た . また, 実

験群 には対照群に比 し, 鎮静効果 にもいく らか の

反応が見 られた ことか ら母親の胎内で繰 り返 し聴

いたメ ロ ディが馴染み の音楽になり得たことを示

唆 していると理解される. また
,
浅 田 ら

7 )

が 言う

妊娠中に母親が好んで聴い て いた音楽が出生後 ,

児の好みの音楽となり, 児に鎮静効果をもた らす

子守歌 となるとするな らば
,
胎児期 に聞かせ

, 馴

染み の音環境として の影響を考慮 し, 今後も っ と

多くの こ の分野の研究を重ね, 明かにする こ とが

必要であると思われる.

退院した後, 『私の マ
ー メイ ド』 を聴か せ た時

の児の反応や様子を母親か ら得た結果より
,
｢ 音

楽のた めか どうかわか らない が
, 落ち着きがあり

扱 いやすい｣ と言う声があ っ たが, 森永
10)
は, 最

近の研究集積か ら
, 出生前より, 情緒発達の存在

す る行動を明か に しており, その時期の情 緒の安

定が, 人として成長する上で大き な影響を与える

ので はない かと提言 しており, 海外でも胎 児期 に

高い キ ンキ ン声を聴かせ ると情緒不安定な赤ち ゃ

んが生まれるという研究報告
11) が出されてい る.

情緒の発達は胎児期より既 に始ま っ ており
,
普
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刺激 は情緒の発達に影響を及ぼす こと大であると

するならば, 胎児期 より外部の音環境を整える こ

とが
, 安定 した情緒の発達を促進す こと にな ると

思われ る.

以上の こ とか ら, 外部 の音環境を整えることは,

母児双方の心身によい 影響をもた らすで あろうこ

とが 重要 と考えられた .

H i c k s F
12 ) は, 出生前の セ ラ ピ - と して の音楽

の有用性が, さ らなる調和 ･ 精神安定 ･ 出生後の

安心できる環境づくりに役立 つ で あろうと提案し

てい る.

妊婦に関わる医療者として, 我 々 はこ のような

こ とを考慮 し, また妊婦自 ら自身の環境 を整えら

れるよう支援す るこ とが 望ま しい .

今回は妊娠 8 カ月 の胎児期か ら出生後 2 カ月間

の ミ ュ
ー ジ ッ クセ ラ ピ ー

の影響を調査 した に止ま

り
, 同セ ラ ピ ー が児の情操や情緒の安定 にどのよ

うに影響す るのかを明確にするとこ ろまで には至

らなか っ た が, 今後とも これ らの関係を縦断的に

追跡を継続 して行きたいと考 える.

結 論

胎児期より聴いた音楽が出生後 , 馴染みの音に

なり得るか
,
また

,
音楽が妊婦に与える影響にっ

い て検討した結果 ,
以下の ような ことが推測され

た .

1 ) 胎児期より繰り返し聴いた音楽 は出生後も記

憶に止ま り
,
新生児の馴染みの音となり得る可能

性が ある .

2 ) 深い睡眠状態に入ると
,
殆 ど音楽刺激に対 し

■

新生児は反応を示さ ない .

3 ) 好き な音楽を聴く ことに より
,
妊婦は心身の

リラ ッ クス が得られる.

4 ) 妊娠中に妊婦の音環境を整えることは, 母児

双方 の心身に よい影響をもた らす.

ー 9 3 -

文 献

1 ) 森 恵美 : 妊産婦のリラ クゼ ー シ ョ ン
, 助産

婦雑誌,
44(8) : 22 - 28

,
1990 .

2 ) 植村研 一

: 人間の脳が如何に音楽を捉えるか ,

日本バイオミ ュ ー ジ ッ ク学会 雑誌
,
12 : 8

- 14 ,

1994 .

3 ) 三宅馨 : 胎児生命感覚補充刺激 ( 胎教) ,
局

産期医学
,
2 2( 8) : 109 ト1096 , 19 92 .

4 ) 巷野悟郎 : 胎教の現代的意義 , 周産期医学
,

18( 1) : 27 -30 , 1988 .

5 ) 佐 々 木毅 : 子宮内音響 による新生児のb e h a vi

o r a l st a t e の変化に関す る研究,
日本新生児学

会雑誌
,
14 : 384

-394
,
19 78 .

6 ) M a r y L o u M o r e ( 竹内徹 訳) : R E A L I T I E S

I N C H IL D B E A R I N G Z e( 新生児ナ ー シ ン ク

ケア)
,
H B J 出版局 : 4 0 - 44

,
1994 .

7 ) 浅田昌宏 はか : 音楽刺激 に 対する新生児の

反応に つ い て
,
産婦人科の実際 ,

36a l) : 1749 .

8 ) Li n d sl e y D . B . : P s y c h ol o g i c al p h e n o m e n a

a n d t h e el e c t r o e n c e p h a l o g r a m . El e ct r o -

e n c e p h . Cli n . N e u r o p h y Si o l . , 4 : 4 4 3
- 4 5 6 ,

1952 .

9 ) S alk L : M o t h e r s h e a rt b e a t a s a n i m p ri n -

ti n g sti m ul u s , T r a m s N Y A c a d S cl . : 155 -

166
,
1962 .

10) 森永良子 : 〔w ell b a b y cli n i c〕 W ellb a b y

cli ni c に おける情緒不安 の問題 , 周産期医学,

17(6) : 913 -9 16
,
19 87 .

ll) 小林登はか : 胎児の行動研究の意味するもの,

日本医師会雑誌
,
107( 9) , 15 79 - 1592 , 1992 .

12) Hi c k s F : T h e r ol e o f m u si c t h e r a p y i n

t h e c a r e o f t h e n e w b o r n , N u r s l n g Ti m e s ,

91(38) : 31 -33 , 199 5 .



胎児期か らのミ ュ
- ジ ッ ク セ ラ ピ ー に関す る研究

R E S E A R C H O N M U S I C T H E R A P Y D U R I N G T H E F E γA L P E R I O D

M it s u e H O R II
l

,
M a s a y o H A Y A K A W A

2

,
M a r ik o K A T S U K A W A 3

T o m o m i H A S E G A W A
l

a n d T o k i e T S U K A D A
l

l
S c h o ol o f N u r s l n g , T o y a m a M e di c a l a n d P h a r m a c e u ti c al U n i v e r s lt y

2
T o y a m a P r ef e c t u r e J o h a n a T o w n H e a lt h C e n t e r

3

G if u P r e f e ct u r e M in a m i Cit y H e a lt h C e n t e r

A b st r a c t

l n r e c e n t y e a r s , it h a s b e e n r e p o rt e d th a t m u si c t h e r a p y d u r l n g t h e f e t al p e ri o d

h a s f a v o r a bl e eff e ct s o n s e d a ti o n
,
e m o ti o n al s t a bilit y a n d s e n ti m e n t e d u c a ti o n i n

i n f a n t s a ft e r b i rt h . W e i n s t r u ct e d p r e g n a n t w o m e n t o li st e n t o t h e m el o d y o f
''

M y

M e r m a id
"

,
w hi c h i s c o n sid e r e d t o s t a bili z e a n i n f a n t

'

s e m o ti o n
,
d ll ri n g t h e f e t a l p e ri o d .

W e s p e c u l a t e d t h a t i n f a n t s w o uld f e el r el a x e d w it h t hi s m el o d y a n d c o n t in u e t o s h o w

r el a x e d a ft e r bi rt h if t h e m el o d y r e m ai n e d i n t h e i n f a n t
'

s a n t e n a t al m e m o r y . I n t hi s

st u d y , w e e x a m i n e d c h a n g e s i n h e a rt r a t e , n o ti c e a bl e a n d p h y si c al e x e r ci s e ( St a t e
'

s

cl a s sifi c a ti o n ) o f n e o n a t e s a ft e r h e a ri n g t h e m u si c . A s a r e s ult , t h e r e w e r e n o

s lg nifi c a n t diff e r e n c e s i n c h a n g e s i n t h e s e p a r a m e t e r s b et w e e n n e o n a t e s w h o h a d

h e a r d t h e m el o d y d u ri n g t h e f et al p e ri o d a n d t h o s e w h o h a d h e a rd t h e m el o d y a ft e r

bi rt h , o nl y .

H o w e v e r , n e o n a t e s w h o h e a r d t h e m el o d y d u r l n g t h e f et al p e ri o d s h o w e d m o r e

m a r k e dly r el a x e d r e s p o n s e s a ft e r h e a r l n g t h e m u si c . T hi s s u g g e st e d t h a t n e o n a t e s

m ig h t b e c o m e f a m ili a r w it h m u si c t h a t w a s h e a r d r e p e a t e dly d u rl n g t h e f et a l p e ri o d .

F u rt h e r m o r e
,
i t c o n fi r m s th a t m u si c t h e r a p y d u r l n g p r e g n a n c y p r o vid e s p s y c h ol o g l C al

a n d p h y si c al r el a x a ti o n t o p r e g n a n t w o m e n .

T h e r ef o r e , it w a s s h o w n t h a t m u si c t h e r a p y d u r l n g p r e g n a n c y h a d f a v o r a bl e eff e c t s

o n b o t h m o t h e r s a n d i n f a n t s .

K e y w o r d s

f et a l p e ri o d , i n f a n t , p r e g n a n c y , m u si c t h e r a p y , r el a x a ti o n
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